
（２）令和7年度　実施状況（詳細）

副市長講話 ① 内部 0:40

人材育成 ① 内部 0:30

勤務条件（給与） ① 内部 0:30

勤務条件（福利厚生） ① 内部 0:30

勤務条件（各種申請・届出） ① 内部 0:40

地方公務員法・服務規律 ① 内部 1:20

こころとからだの健康管理 ① 内部 1:10

コンプライアンス ① 内部 1:00

大阪市の組織 ① 内部 0:30

人事評価制度 ① 内部 1:00

大阪市の人権行政 ① 内部 1:00

市政改革 ① 内部 1:00

DXの推進 ① 内部 1:00

法的知識（入門編） ① 内部 1:50

広報・広聴マインド ① 内部 1:10

契約事務 ① 内部 1:00

行政対象暴力 ① 内部 0:40

会計事務 ① 内部 1:30

市会について ① 内部 0:30

公職選挙法 ① 内部 1:00

防災体制 ① 内部 1:00

文書事務 ① 内部 1:00

情報公開・個人情報保護制度 ① 内部 1:00

障がいや障がいのある人への理解 ① 内部 0:40

大阪市の福祉行政 ① 内部 1:00

大阪の歴史 ① 外部 1:10

応対力（基礎編） ① 内部 3:10

応対力（実践編） ① 外部 4:50

応対力（復習編） ① 内部 1:00

防災知識習得 ① 内部 1:00

つながりづくり ② 内部 1:20

仕事の進め方 ④ 外部 1:30

DX基礎 ④ 外部 1:10

メンター制度 ④ 内部 0:25

福祉職員としての役割と心構え ② 内部 3:30

技術職員としての役割と自己成長 ② 内部 3:30

行政職員（専門職）としての役割と自己成長 ② 内部 3:30

副市長講話 ④ 内部 0:40

人材育成 ① 内部 0:30

勤務条件（給与） ④ 内部 0:30

勤務条件（福利厚生） ④ 内部 0:30

勤務条件（各種申請・届出） ④ 内部 0:40

地方公務員法・服務規律 ① 内部 1:20

こころとからだの健康管理 ① 内部 1:10

コンプライアンス ① 内部 1:00

大阪市の組織 ④ 内部 0:30

人事評価制度 ④ 内部 1:00

大阪市の人権行政 ① 内部 1:00

市政改革 ① 内部 1:00

DXの推進 ① 内部 1:00

法的知識（入門編） ① 内部 1:40

広報・広聴マインド ④ 内部 1:10

契約事務 ④ 内部 1:00

行政対象暴力 ① 内部 0:40

種別 No. 事業名 対象者 目的
実施
時期

科目・内容等
実施
手法

講師 時間

階
層
別
（

行
政
職
員
等
）

1 新採用者研修

令和６年４月２日から
令和７年４月１日付け
新規採用者
（事務・技術・福祉職
員等）

大阪市職員としての自覚と
責任感を養うとともに、職
務遂行に必要な知識、技
術、態度の基本を習得し、
職場への円滑な適応を図
る。

4月

5月

2 新採用者研修（10月）

令和７年４月２日から
令和７年10 月１日付け
新規採用者
（事務・技術・福祉職
員等）

大阪市職員としての自覚と
責任感を養うとともに、職
務遂行に必要な知識、技
術、態度の基本を習得し、
職場への円滑な適応を図
る。

10月

※実施手法：①集合（講義型）、②集合（グループ型）、③オンライン、④ｅラーニング、⑤フィールドワーク



（２）令和7年度　実施状況（詳細）

種別 No. 事業名 対象者 目的
実施
時期

科目・内容等
実施
手法

講師 時間

会計事務 ④ 内部 1:30

市会について ④ 内部 0:30

公職選挙法 ④ 内部 1:00

防災体制 ① 内部 1:00

文書事務 ④ 内部 1:00

情報公開・個人情報保護制度 ④ 内部 1:00

障がいや障がいのある人への理解 ④ 内部 0:40

大阪市の福祉行政 ④ 内部 1:00

大阪の歴史 ④ 外部 1:10

応対力（基礎編） ① 内部 1:50

つながりづくり ② 内部 0:45

仕事の進め方 ④ 外部 1:30

DX基礎 ④ 外部 1:10

メンター制度 ④ 内部 0:25

１月 入庁３か月を振り返って ② 内部 3:30

９月
～

11月

・これまでを振り返る
・我々に求められているものは何か
・円滑に業務を遂行する為のコミュ
ニケーション
・チームとは何か
・目標設定 等

② 外部 7:30

10月
～

11月

・消防における知識習得
・キャリア形成
・先輩職員の声

④ 内部 1:15

4
グローアップ研修
（採用３年目）

採用３年目の職員
（事務・技術・福祉職
員等）

周囲の状況を理解し、適切
に働きかけながら、主体的
に業務を遂行するために必
要な能力を身に付ける。

11月
～

12月

・主体的に考える基盤としての論
理的思考力
・周囲の状況を理解し、主体的に
行動する力の強化
・指示の意図を理解し、主体的に
業務を遂行する力の
強化
・主体性を高める説明力と伝達力
の強化
・後輩指導力を高めるコミュニ
ケーション力の強化
・キャリア課題の設定と実践行動
計画の作成

② 外部 7:30

10月
～

12月

DX推進、人権行政、市政改革、
情報公開・個人情報保護

④ 内部 1:25

11月
中堅職員としてのキャリアとリー
ダーシップ

③ 外部 1:20

11月
人材育成、服務規律、コンプライ
アンス

③ 内部 2:25

７月

新任主務研修【基礎編】
・主務に求められる役割とは
・上司を補佐するフォロワーシッ
プと職場コミュニケーションの向
上
・業務改善に向けた課題設定、問
題解決のための考え方
・次回の実践研修（グループ研
修）に向けた事前課題の設定

③ 外部 2:20

７月

新任主務研修【実践編】
・主務としての実践の振り返り
・さらなる自己成長に向けて

② 外部 3:00

階
層
別
（

行
政
職
員
等
）

2 新採用者研修（10月）

令和７年４月２日から
令和７年10月１日付け
新規採用者
（事務・技術・福祉職
員等）

大阪市職員としての自覚と
責任感を養うとともに、職
務遂行に必要な知識、技
術、態度の基本を習得し、
職場への円滑な適応を図
る。

10月

6 新任主務研修

令和６年４月２日から
令和７年４月１日付け
で人事委員会の選考に
より行政職3級相当級に
昇格した事務・技術職
員等

主務の職責を担う職員とし
ての自覚を持ち、業務運営
の要として将来を見据える
力を養う。

3
新採用者フォローアップ

研修

令和６年４月２日から
令和７年４月１日に採
用された新規採用者
（事務・技術・福祉職
員等）

主体的に物事を考え、行動
する必要性を理解するとと
もに、円滑に業務を遂行す
るためのヒューマンスキル
を身につける。また、消防
に関する知識を習得し、公
務員として持つべき責任
感、使命感の涵養を図る。

5 中堅職員研修

昇任予定日（令和８年
４月１日）に、行政職3
級等上位の級への昇任
に必要な在級年数を満
たす職員

職場の中核的な存在となる
中堅職員として、自らに期
待される役割を理解し、市
政の全般に関する理解を深
める。

※実施手法：①集合（講義型）、②集合（グループ型）、③オンライン、④ｅラーニング、⑤フィールドワーク



（２）令和7年度　実施状況（詳細）

種別 No. 事業名 対象者 目的
実施
時期

科目・内容等
実施
手法

講師 時間

係長としての心構え ③ 内部 0:10

新任係長マネジメント【基礎編】
・係長職の責務・役割認識
・組織目標達成マネジメント
・部下育成の基本

③ 外部 4:00

７月
～

９月

新任係長マネジメント【実践編】
・業務遂行マネジメントスキル
・部下育成マネジメントスキル
・職場にある問題と係長職として
の対応課題
・係長職としての言動強化

② 外部 4:15

８月
～

10月

市政改革、DXの推進、大阪市の
人材育成とキャリア形成支援、
ワーク・ライフ・バランス、メン
タルヘルスマネジメント

④ 内部 ―

7月

・課長代理としての責務・役割
・組織目標達成マネジメント手法
・効果的な人材育成の技法
・課長代理職としての課題設定

② 外部 3:00

管理監督者に求められる職場の健
康管理

③ 外部 1:30

管理監督者としての論理力 ③ 外部 2:30

ＤＸの推進 ④ 内部 ―

ワーク・ライフ・バランスの実現
をめざして

④ 内部 ―

9
管理職育成

アセスメント研修

課長代理級職員のう
ち、所属推薦された職
員

(１)他者からのアセスメン
ト（評価）により、自身の
能力や強み・弱みを明確に
し、課題を認識する。
(２)自己理解を深めた上
で、管理職として必要な、
マネジメントのスキルを向
上させる。
(３)評価の結果を課長昇任
の際の参考とする。

7月
～

９月

人材評価の専門家が各種の演習課
題を通じて受講者の能力や特性を
客観的に診断・評価を行う。

② 外部 15:00

10

管理職育成
アセスメント

フォローアップ研修

令和７年度管理職育成
アセスメント研修を受
講した職員

管理職育成アセスメント研
修を受けて認識した強みや
弱み、自身で気付いた課題
に向き合い、自律的に解決
していくための意識付けを
行うことで、マネジメント
力向上のための具体的行動
に結びつける。

12月

・アセスメント研修の結果傾向と
個人レポートの見方解説
・コンセプチュアルスキルを活用
し、職場の問題解決の効果を高め
る
・職場の課題解決実践演習

② 外部 3:15

10月 課長のマネジメント ③ 外部 2:30

副市長講話 ④ 内部 0:20

DXの推進 ④ 内部 ―

メンタルヘルスマネジメント ④ 内部 ―

10月 部長のマネジメント ③ 外部 2:30

10月
～

11月
副市長講話 ④ 内部 0:15

階
層
別
（

行
政
職
員
等
）

令和６年４月２日から
令和７年４月１日まで
に課長級に昇任した職
員

課長としての責務に対する
認識を深めるとともに、求
められるマネジメント能力
の向上を図る。

９月
～

11月

12 新任部長研修

令和６年４月２日から
令和７年４月１日まで
に部長級に昇任した職
員

部長職としての役割や責務
に対する認識を深めるとと
もに、取り巻く状況を的確
に把握・対応しながら、指
導力を発揮し、目標を達成
することができる能力の向
上を図る。

６月

8 新任課長代理研修

令和６年4月2日から令
和７年4月1日までに課
長代理級に昇任した職
員

課長代理としての責務に対
する認識を深めるととも
に、課長の補佐的役割を担
う課長代理級に求められる
マネジメント能力の向上を
図る。

8月

8月
～

10月

11 新任課長研修

7 新任係長研修
令和６年4月2日から令
和７年4月1日までに係
長級に昇任した職員

係長職としての責務に対す
る認識を深めるとともに、
担当業務の責任者として、
部下育成力、業務遂行能力
の更なる向上を図る。

※実施手法：①集合（講義型）、②集合（グループ型）、③オンライン、④ｅラーニング、⑤フィールドワーク



（２）令和7年度　実施状況（詳細）

種別 No. 事業名 対象者 目的
実施
時期

科目・内容等
実施
手法

講師 時間

人材育成 ① 内部 0:30

勤務条件（給与） ① 内部 0:30

勤務条件（福利厚生） ① 内部 0:30

勤務条件 （各種申請・届出） ① 内部 0:40

大阪市の組織 ① 内部 0:30

副市長講話 ① 内部 0:40

DX基礎研修 ④ 内部 1:10

人事評価制度 ① 内部 1:00

応対力（基礎編） ① 内部 0:50

こころとからだの 健康管理 ① 内部 1:10

コンプライアンス ① 内部 1:00

行政対象暴力 ① 内部 0:40

防災体制 ① 内部 1:00

市政改革 ① 内部 1:00

DX推進 ① 内部 1:00

地方公務員法・ 服務規律 ① 内部 1:20

大阪市の人権行政 ① 内部 1:00

個人情報保護制度 ① 内部 0:30

５月 応対力 ② 外部 7:30

14
技能職員新採用者

フォローアップ研修
新規採用者
（技能職員）

採用から半年を振り返り、
大阪市職員としての心構え
を確認するとともに、円滑
に業務を遂行するに当たっ
て必要な能力を身につけ
る。

10月

・採用からこれまでを振り返り、
自己点検を行う
・担当業務に関する知識を踏ま
え、自身に与えられた役割につい
て確認する
・チームワークの重要性を理解
し、より円滑に業務を遂行するた
めのコミュニケーションスキルに
ついて学ぶ

② 外部 7:30

15 技能職員採用３年目研修
令和５年４月１日付け
で新規採用となった技
能職員

市政における自分の役割を
再認識し、仕事の進め方や
チームワークの在り方につ
いて理解を深める。

12月

・入庁から今日までを振り返る
・自分らしく生き生きと働くため
に
・良好な関係を築くコミュニケー
ション力
・効果的な伝え方
・プラスストロークコミュニケー
ション

② 外部 7:30

メンタルヘルス・ハラスメント ① 外部 1:35

服務規律 ① 内部 0:40

人権問題 ① 内部 0:40

業務主任に必要なコミュニケー
ション能力とチームリーダーとし
ての役割

② 外部 7:30

メンタルヘルス・ハラスメント ① 外部 1:35

服務規律 ① 内部 0:40

人権問題 ① 内部 0:40

部門監理主任の役割とリーダー
シップ

② 外部 7:30

メンタルヘルス・ハラスメント ① 外部 1:35

服務規律 ① 内部 0:40

人権問題 ① 内部 0:40

技能統括主任の役割と職場の活性
化

② 外部 7:30

６月
～

７月

６月
～

７月

17 新任部門監理主任研修

令和６年４月２日から
令和７年4月１日までに
部門監理主任となった
職員

取り巻く環境変化に対する
視野を広げるとともに、部
門監理主任として所管する
職員を指揮・監督する責任
と役割を認識し、併せて仕
事のあり方を理解し、職場
活性化と部下の指導育成方
法を習得する。

６月
～

７月

階
層
別
（

技
能
職
員
）

13 技能職員新採用者研修
新規採用者
（技能職員）

市政及び仕事を行う上での
基礎的知識を理解し、職員
としての心構えを身に付け
る。

４月

16 新任業務主任研修
令和６年４月２日から
令和７年4月１日までに
業務主任となった職員

取り巻く環境変化に対する
視野を広げるとともに、業
務主任として所管する職員
を指揮・監督する責任と役
割を認識し、併せて仕事の
あり方を理解し、職場活性
化と一般職員の指導育成方
法を習得する。

18 新任技能統括主任研修

令和６年４月２日から
令和７年4月１日までに
技能統括主任となった
職員

取り巻く環境変化に対応し
うる識見と洞察力を深め、
所管する職員の総括管理者
として、職場マネジメント
能力を高める。

※実施手法：①集合（講義型）、②集合（グループ型）、③オンライン、④ｅラーニング、⑤フィールドワーク



（２）令和7年度　実施状況（詳細）

種別 No. 事業名 対象者 目的
実施
時期

科目・内容等
実施
手法

講師 時間

19 キャリアデザイン研修1

令和７年度に満30歳に
達する職員
※ 行政職、研究職、保
育士及び医療職とす
る。（医師、学校園職
員、消防吏員、再任用
職員、任期付職員、会
計年度任用職員等を除
く）

30歳という節目の年齢に
おいて、これまでの仕事経
験を振り返り、働くことの
意味や目的について改めて
考えることで、組織の求め
る自律的な職員を育成す
る。

10月
～

11月

・キャリア形成の考え方
・環境変化と組織が求める役割
・経験から自己理解を深める
・自己に必要な能力開発意欲の強
化
・キャリアプランの策定

② 外部 4:00

20 キャリアデザイン研修2

令和７年度に満40歳に
達する職員
※ 行政職、研究職、保
育士、医療職とする。
（医師、学校園職員、
再任用職員、任期付職
員、会計年度任用職員
等を除く）消防吏員は
希望制。

40歳という節目の年齢に
おいて、これまでの仕事経
験を振り返り、自身の価値
観や強み弱みを理解し、働
くことの意味や目的につい
て改めて考えることで、組
織の求める自律的な職員を
育成する。

９月
～

10月

・キャリア形成の考え方
・環境変化と組織が求める役割の
理解
・自己理解とキャリア形成の方向
性を考える
・自己に必要な能力開発意欲の強
化
・キャリアプランの策定・やり抜
く力の強化

② 外部 4:00

21 キャリアデザイン研修3

令和７年度に満55歳に
達する職員及び令和７
年度に満56歳以上とな
る職員のうち受講を希
望する職員。
※行政職、技能職、研
究職、保育士、医療職
及び消防吏員とする。
（医師、学校園職員、
再任用職員、任期付職
員、会計年度任用職員
等を除く）

55歳を迎える職員が、役
職定年や定年の引上げなど
に伴う役割や処遇等環境変
化への対応力を身に付ける
とともに、これまでの自身
の経験を振り返り、今後組
織に求められる役割を認識
し、主体的に自身のキャリ
アを築いて組織貢献してい
ける自律的な職員を育成す
る。

８月
～

11月

・キャリア形成の考え方
・働く目標像を描く
・環境変化と組織が求める役割理
解
・能力開発計画とキャリアプラン

② 外部 3:00

22
キャリアデザイン研修

（希望制）

受講を希望する職員
※ 行政職、研究職、保
育士、医療職及び消防
吏員とする。ただし、
任期付職員、会計年度
任用職員、再任用職
員、学校園職員及び医
師は除く。

これまでの仕事経験を振り
返り、今後のキャリア形成
について考えることで、自
己啓発意識を高め、組織の
求める自律的な職員を育成
する。

10月
～

12月

・キャリア形成の考え方
・環境変化と組織が求める
役割理解
・自己理解と必要な能力開発・姿
勢強化
・キャリアプランの策定

② 外部 7:30

23 キャリア相談制度

本市職員（学校園職
員、任期付職員、会計
年度任用職員、臨時的
任用職員、非常勤嘱託
職員及び他団体からの
派遣職員等を除く。 ）

職員にキャリア形成を促す
ことで、能力開発に対する
やる気を高め、組織の中で
自己実現をめざす自律的な
職員を育成する。

６月
～

３月

【相談内容】
・キャリア研修の受講者に対し
て、研修効果を高め、行動促進を
行うことを目的とする研修フォ
ロー面談
・職員個人のキャリア形成（能力
開発）に係る相談
・管理監督者の部下職員からの
キャリア形成（能力開発）に係る
相談への対応
【相談方法】
・面談、オンライン面談、メー
ル、電話により行う。
・面談・電話・オンライン面談に
よる相談は専用の予約フォームに
より受付
・メールによる相談は、相談員専
用アドレスによって受付

― 外部 ―

キ
ャ

リ
ア

※実施手法：①集合（講義型）、②集合（グループ型）、③オンライン、④ｅラーニング、⑤フィールドワーク



（２）令和7年度　実施状況（詳細）

種別 No. 事業名 対象者 目的
実施
時期

科目・内容等
実施
手法

講師 時間

【大阪市職員メンター制
度】
新たに採用された職員（メ
ンティ）に対して、他所属
の先輩職員（メンター）
が、キャリア意識の醸成や
多角的な視点を習得するた
めのサポートを行う。
メンターは、メンティに対
するアドバイスや支援を行
うことを通じて、部下育成
能力の向上やキャリア形成
意識を高める。
メンターとメンティの役割
を通じて、双方の成長を促
す。

４月

【メンティ研修】
・メンター制度の概要
・メンタリングとは
・マッチングとは
・令和６年度の実施結果

④ 内部 0:25

メンター候補者が、メン
ター制度を理解し、メン
ターとして必要とされる知
識・スキル・意識の向上を
図る。

６月

【メンター研修（準備研修）】
・メンター制度の概要
・良いメンターになるための条件
・メンタリングの手法
・大阪市人材育成基本方針
・メンタリング計画書

① 内部 0

メンター及びメンティが、
メンター制度の趣旨・意義
を理解し、メンター・メン
ティの相互理解を深める。

６月
～

７月

【メンター・メンティ研修（顔合
わせ）】
・研修の目的とメンター制度
・メンターとメンティの顔合わせ
・メンターとメンティのコミュニ
ケーション
・メンタリング計画書の作成

② 内部 0

メンタリングをより効果的
なものとするために、メン
ター間の意見交換やメンタ
リングに必要なスキルの向
上を図る。

８月
～

９月

【メンタリング力向上研修】
・メンター間の意見交換
・ケーススタディ
・メンタリングに必要なスキルの
向上

② 内部 3:00

メンター及びメンティが、
マッチングとは異なるメン
ター・メンティとの相互交
流を図り、新たな視点、気
づきを得ることで、より効
果的なメンタリングにつな
げる。

９月

【メンター・メンティ交流会】
・メンタリングの振り返り
・他のメンター、メンティとの交
流
・意見交換

② 内部 3:00

メンター又はメンティが、
６ヵ月間のメンタリングを
通じて得られた成果や課題
を振り返り、共有すること
で、今後の自己成長に向け
た意識の醸成を促す。

１月
～

２月

【メンター（振り返り）、メン
ティ研修】
※メンター、メンティを別にして
実施
・メンタリングの振り返り
・メンター制度の成果
・自己成長に向けた今後の課題
・意見交換

② 内部 2:30

キ
ャ

リ
ア

24 メンター制度

新規採用の事務職員・
福祉職員及びその支援
者（学校事務職員を除
く）

※実施手法：①集合（講義型）、②集合（グループ型）、③オンライン、④ｅラーニング、⑤フィールドワーク



（２）令和7年度　実施状況（詳細）

種別 No. 事業名 対象者 目的
実施
時期

科目・内容等
実施
手法

講師 時間

11月
Excel　関数とピボットテーブル
操作～データ整理と分析のコツ～

① 外部 2:00

12月
PowerPoint　わかりやすい資料
作成術

① 外部 2:00

１月
立法プロセスの理解：合意形成の
標準型と政策革新の現在

① 外部 2:00

２月
公務員制度の基層：資格任用制と
民主主義の緊張関係

① 外部 【中止】

１月
ミスを減らすにはどうすれば良い
か

① 外部 2:00

２月 生成AIの仕組みとその利用 ① 外部 2:00

２月

自分らしさを発揮するタイプ別
リーダーシップ ～イキイキと働
く秘訣を知る～

② 外部 2:00

３月

行動経済学っておもしろい！～人
が“つい”動いちゃう理由を知る
夜～

① 外部 2:00

２月

あべの夜会（第十四夜）
のびしろしかない皆さんへ
～もしかしたらお役に立つかもし
れない話～

① 内部 2:00

３月

あべの夜会（第十五夜）
私の大阪市体験談
～出会った方々への感謝を
これからの皆さんへのエールに～

① 内部 2:00

27
オンデマンド動画

配信型研修

令和７年４月１日現在
で、行政職４級相当級
在籍（係長級）の職員
で、同級の在籍が
概ね５年以内の者のう
ち希望する職員（消防
吏員、再任用職員、任
期付職員、会計年度任
用職員、学校園職員は
除く）

時間や場所にとらわれず、
主体的に多様な講座が受講
できるオンデマンド動画配
信型研修を提供し、職員の
職務遂行能力や資質向上の
ために自主的な学習を支援
することで、多様な市民
ニーズに対応できる職員を
育成する。

7月
～

12月

株式会社Schoo
「Schoo for Business」

― ― １か月

近畿大学通信教育部 ― ―

佛教大学通信教育課程 ― ―

大手前大学通信教育部 ― ―

29 大学院受講支援制度
所属長の推薦する職員
で適任と認められる職
員

本市を取り巻く社会経済環
境の変化、複雑かつ多様化
する行政ニーズに的確に対
応した施策を推進しうる職
員の計画的な育成に向け、
大学院における課程を受講
することを支援する。

年
１
回
募
集

大学院設置基準第２条第１項に規
定する大学院における課程

― ― 2年

基礎自治体の職員としての
基礎力を高め、職務遂行能
力の更なる向上を目的とす
る。

26
夜間自己啓発講座
（あべの夜会）

受講を希望する職員
※　任期付職員、再任
用職員、他団体等から
の派遣職員、会計年度
任用職員及び学校園職
員は除く。

本市の所属長又は他の公務
組織のリーダーやリーダー
経験者による講話を通し
て、職員が視野を広げ、行
政に対する理解を深めると
ともに、自治体職員として
のあり方や意義について考
えるきっかけとする。

受講を希望する職員
（水道局職員及び学校
教職員等を除く）

職務に関する専門的な知識
を深めることで、職員の能
力開発とともに、その成果
を職務に活用し、市政の運
営に資することを目的とし
て、大学で実施されている
通信教育講座の受講を支援
する。

25 夜間スキルアップ講座

受講を希望する職員
※　任期付職員、再任
用職員、他団体等から
の派遣職員、会計年度
任用職員及び学校園職
員は除く。

年
2
回
募
集

1年

自
己
啓
発

28
大学通信教育講座

受講支援

※実施手法：①集合（講義型）、②集合（グループ型）、③オンライン、④ｅラーニング、⑤フィールドワーク



（２）令和7年度　実施状況（詳細）

種別 No. 事業名 対象者 目的
実施
時期

科目・内容等
実施
手法

講師 時間

30 自治大学校派遣研修
所属長の推薦する職員
で適任と認められる職
員

行政に関する高度な知識を
習得し、将来管理者として
必要な能力を高め資質の向
上を図る。

―
・第１部・第２部特別
・税務専門（税務・徴収コース）

― ― 約4週間程度

31
国土交通大学校

派遣研修
所属長が推薦する職員

技術革新にともなう専門知
識及び技術を習得し、能力
の向上を図る。

５月
～

2月

専門課程「公園・緑化」他35研
修

― ― ３～12日

32 関西広域連合研修

【団体連携型研修】
関西広域連合加入団体
が実施している研修の
対象者に準ずる

【政策形成能力研修】
所属長が推薦する者
（採用後10年目程度）
で適任と認められる職
員等

【団体連携型研修】
関西広域連合加入団体が独
自で実施している特色のあ
る研修について、他団体か
らの職員を相互に受講参加
させることで、受講機会を
拡大し、職員の能力向上を
図る。

【合宿形式・集中講義形
式】
関西における共通課題等に
ついて研究を行うことを通
じ、広域的な視点での政策
形成の能力向上を図るとと
もに、グループワーク等に
より各府県市職員間の相互
理解を深め、人的ネット
ワークの形成につなげる。

―

【団体連携型研修】
 日程：通年（半日～２日程度）
 内容：財務諸表の見方研修、ダイ
バーシティ推進、都市経営改革研修
など約12講座

【政策形成能力研修（グループ演習
形式）】
日程：２泊３日
内容：
(1) 現地視察
(2) 公共政策概論の講義
(3) 政策立案のグループ演習

【政策形成能力研修（集中講義形
式）】
日数：１日間
内容：
(1) 「サービスデザイン」に関する講
義
(2) グループワーク
(3) インタビュー
(4) プレゼンテーション（政策発表）

【政策形成能力研修（集中講義形
式）】
日程：２日間
内容：
(1)統計データの利活用及び行政施策
立案のための手法等についての講義
(2)ＰＣを用いた政策立案演習及びグ
ループ討議
(3)統計データの政策活用先進自治体
による事例紹介

①，②，
③

― 0.5～3日

33 海外研修
所属長の推薦する職員
で適任と認められる職
員

職員を外国へ派遣し国際的
視野を広め、自治体行政を
客観視する多面的な視点を
身につけ、中長期的な観点
から提言を行うことができ
る人材を育成し、本市の行
政運営に資することを目的
とする。

８月
～

９月

全国市町村国際文化研修所（ＪＩ
ＡＭ）が実施する研修へ派遣

― 外部
11日間

～
14日間

34
民間企業との
人事交流研修

係長級職員

民間企業における業務体験
を通じ、職員に大阪市の課
題や施策等に対する客観的
かつ幅広い視野・見識、コ
スト意識及び行政慣行にと
らわれない発想力・創造
力・行動力を習得させるこ
とで、将来にわたって市政
を牽引し組織に貢献する人
材の育成を図り、もって市
政の発展に資することを目
的とする。

通年 派遣研修 ― ― 2年

職員提案制度
(一般の部）

本市職員（学校園職員
を除く）

市政運営に対する職員の提
案を奨励し、職員の市政運
営への参加意識並びに改善
意識を高めるとともに、業
務の改善や能率の向上を図
る。

― ― ― ―

職員提案制度
（若手職員応援部）

本市職員（嘱託職員、
臨時的任用職員及び学
校園職員を除く）の係
員

若手職員の政策提案に対
し、大学教員の助言や指導
を受けることにより、市政
運営への参加意識を醸成す
るとともに、政策形成能力
の向上、職員の意識改革及
び組織力の活性化を図る。

― ― ― ―

36

はなまる活動
表彰制度

・課長代理級以下の職
員で、各所属において
職場活性化につながる
活動を担う職員また
は、職場の活性化に取
り組みたい職員

・２名以上の課などを
単位とするグループ
（原則として、係長級
以上の職員を含む）

所属またはグループでの提
案を表彰し、職場活性化及
び職場風土改革、職員の意
識改革及び職場活性化の推
進、地域とのよりよい関係
づくりの推進を期待する。

―

令和７年度は実施せず、制度継続
について検討した結果、令和８年
２月に制度廃止

― ― ―

派
遣
　
・
　
委
託

提
案
・
改
善
・
風
土
改
革

35

令和７年度は実施せず、制度継続
について検討した結果、令和８年
度以降当面の間休止

※実施手法：①集合（講義型）、②集合（グループ型）、③オンライン、④ｅラーニング、⑤フィールドワーク



（２）令和7年度　実施状況（詳細）

種別 No. 事業名 対象者 目的
実施
時期

科目・内容等
実施
手法

講師 時間

37 職場人材育成支援 本市職員
職場内での人材育成、職員
の能力開発に関する支援を
行う。

通年

職場内での人材育成、職員の能力
開発を推進するための取組を行
う。

― ― ―

38 OJT推進 本市職員
OJTを推進するための取組
を行う。

通年
OJT関連ガイドブック等の資料
を所属サイトにて周知

― ― ―

39 ｅラーニングシステム

・庁内情報利用パソコ
ンのユーザーＩＤを有
する職員（任期付職
員、再任用職員、会計
年度任用職員、臨時的
任用職員、非常勤嘱託
職員及び他団体からの
派遣職員を含む。）
・水道局職員（ただ
し、水道局から登録
データの提供を受けた
者に限る）

eラーニングシステムを活
用し、自席の庁内パソコ
ン、自己所有パソコン等の
端末機により様々な研修の
機会を提供する。

通年
職員人材開発センター研修及び各
所属内研修のｅラーニング活用

― ― ―

10月

・オリエンテーション～都市政策
の基礎～
・SDGsと都市政策課題
・ロジカルシンキングやEBPM
等の政策立案手法

② 外部 7:30

10月
・政策企画に関するグループ討議
・プレゼンテーション、講評

② 外部 7:30

41 企画・発想力向上研修

行政職給料表２～５級
相当で次に該当する職
員
・企画等に関連する業
務に携わる職員
（※ 学校園職員、任期
付職員、会計年度任用
職員、臨時的任用職
員、再任用職員等は除
く。）

企画立案の基本的な流れを
理解した上で、発想法につ
いて習得し、新しい考えや
効果的な企画を立案できる
能力を身につける。

11月

・トリプルシンキングで発想する
・企画発想のためのロジカルシン
キング
・企画立案（政策立案）に役立つ
ロジカルシンキング
・自由に発想するラテラルシンキ
ング
・前提を疑うクリティカルシンキ
ング
・グループ実践ワーク

② 外部 7:30

42 手話研修（入門編）
所属長が推薦する本市
職員（手話初心者に限
る）

大阪市こころを結ぶ手話言
語条例に基づき、本市職員
としてろう者とのコミュニ
ケーション力の向上を図る
ため、手話を使用し簡単な
応対ができる職員を養成す
る。

11月
～

12月

挨拶や自己紹介、また簡単な会話
ができるよう基礎的な手話を習得
する。
※学習レベルは「初心者向け」

① 外部 12:00

所
属
支
援

専
門
研
修

40 政策立案力向上研修
行政職中堅職員相当～
課長代理級職員

政策の基礎や都市における
政策の現状と課題を学んだ
上で、事業創造に向けた政
策立案力の向上に資する能
力を習得し、本市における
行政課題の解決に向け、実
践的な政策を立案・実施で
きる人材を育成する。

※実施手法：①集合（講義型）、②集合（グループ型）、③オンライン、④ｅラーニング、⑤フィールドワーク



（２）令和7年度　実施状況（詳細）

種別 No. 事業名 対象者 目的
実施
時期

科目・内容等
実施
手法

講師 時間

43
事業担当主事補
共通実務研修

令和７年４月１日付け
で、事業担当主事補に
職種変更した職員

事業担当主事補として事業
所等の事務において共通的
に必要となる基礎的な行政
知識、実務の知識等を習得
する。

４月
～

10月

市政改革、組織、コンプライアン
ス、服務規律、会計事務、契約事
務、個人情報保護、応対力ほか

①，②，
④

内部
外部

49:00

44
イクボス（ワーク・

ライフ・バランス）研修
課長級、課長代理級職
員

多様な働き方を確保し、質
の高い市政運営を図るため
に、ワーク・ライフ・バラ
ンスについて理解を深め、
職場において管理者層がイ
クボスとなり、男性職員の
積極的な育児参加を促す
等、部下職員のワーク・ラ
イフ・バランスを推進し、
自らも率先して仕事と家庭
や地域生活の調和を図るこ
とを実践し、定着させる。

７月

・現状分析と課題の洗い出し
・ワーク・ライフ・バランスに取
り組む意義と実践
・多様な働き方の部下とのコミュ
ニケーション
・職場作りへの実践

② 外部 3:00

【必須受講科目】
・わたしが取り組む同和問題（部
落差別）
・あらためて人権とはなにか～世
界人権宣言から考える～
※2科目とも受講

④ 外部 1:20

【選択受講科目】各種人権問題講
義（社会的養護を必要とするこど
もたち、女性の貧困～ジェンダー
不均衡の社会構造から考える～、
性の多様性への理解と普及、誰も
が尊厳をもって生きられる社会
へ）
※上記から１科目以上を受講

④ 外部 0:40

47 人権問題指導者研修
所属長の推薦する課長
級、課長代理級職員

課長級及び課長代理級職員
が、所属での人権問題指導
者（研修リーダー）として
指導的役割を果たすための
知識及び技法を習得する。

９月
～

12月

・様々な人権課題について考え
る、人権問題指導者として改めて
学ぶ人権
・住吉地区における誰もが暮らし
やすいまちづくりについて、
フィールドワーク

②，⑤ 外部 5:30

48
福祉職員（採用２年目）

キャリア研修

令和６年４月１日付け
で新規採用となった福
祉職員（任期付職員、
会計年度職員、再任用
職員は除く。）
※ 昨年度の受講対象者
で未修了となった者に
ついては、希望があれ
ば受講可能とする。

福祉職員の業務や役割等に
ついての理解を深め、本市
施策及び自身のキャリア形
成に関し広い視野を持つ。

11月

・「採用から１年半を振り返っ
て」
・シンポジウム（先輩職員の声）
「先輩職員の話を聞いてキャリア
について考えよう」
・講話「大阪市福祉職員として大
切にしていること」

② 内部 4:30

49
福祉職員（３級２年目）

キャリア研修

令和５年４月２日から
令和６年４月１日付け
で、行政職給料表３級
へ昇格となった福祉職
員（任期付職員、会計
年度職員、再任用職員
は除く。）
※ 昨年度の受講対象者
で未修了となった者に
ついては、希望があれ
ば受講可能とする。

自身のキャリア形成につい
て主体的に考えるととも
に、福祉職員としての自覚
を持ち、人材育成について
理解し、行動できる力を身
につける。

11月

・大阪市職員のキャリア形成につ
いて
・福祉職員人材育成基本方針につ
いて
・福祉行政を担う職員の人材育成
に（外部講師）
・講話「大阪市福祉職員として実
践してきたこと」

②
内部
外部

4:30

3:50

46
人権問題研修
（管理者層）

局長・部長・課長・課
長代理級の職員及び技
能統括主任

管理者層が、人権問題につ
いての正しい理解と認識の
下、それぞれの職場におい
て適切な対応をなし、ま
た、職員に対して正しい指
導をし得る資質を養う。

12月
～

３月

そ
の
他
の
研
修

45 ハラスメント相談員研修

「ハラスメントの防止
等に関する指針」に基
づき指名された所属内
相談員等

職場におけるハラスメント
（パワーハラスメント、セ
クシュアル・ハラスメン
ト、妊娠、出産、育児又は
介護に関するハラスメン
ト）の未然防止及び事案が
生じた場合に迅速かつ適切
な対応を行うために必要な
能力を身につける。

６月
～

７月

・相談にあたって留意すべき事項
・ロールプレイング
・事例検討

②，④ 外部

※実施手法：①集合（講義型）、②集合（グループ型）、③オンライン、④ｅラーニング、⑤フィールドワーク


